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結核・ヽ階行的二進行ゼズシタ'躍進的Schubweise

二進行いL疾患ナル１いヽＮｅｕｍａｎｎ(1'、Rede-

ker'-', Simon同等ノ記載ニョリ明カデアリ、

今日デ'ヽ普ク(4) (5)(6)(7)承認セシレル處デアル。

コノ躍進Schub

　

･ヽ個薗ノ免疫位ト密接ナ関係

サ有へ殼モ厦Ｉ Ranke ノ第二期、卸チ第二期

｢アレ･レギーニノ時代二直日子性｢シューブ｣トシテ

貨現ソ､ﾀﾚ順

ヨリ結咳菌が肺循環系二入ツＪ

ラ作り、片際菌が抑1;Tデアしバ節循環ニ1ト)ズ

シテ全身循環系ﾆｰ入り、結核性脳膜炎其他諸種

器管二輯侈結核尹作几斯ノ如キ結核菌ノ循眉:

系こ侵入-いレコI･が、Ranke

　

ノ弟二期づ片･ヤ

ル免疫位ノ特異性二従ツテ躍進的丿にヽレ←ノ

デアル。然シ乍ラド匹｡－フヘレ’ヽ4Zヽソ、゛シtRanke

ノ第二朋ユ限ルノデハナク、何レノ時期ニモ起

り得ル。即チ何レノ時期二於元モ1)薔病心ノ

再燃ニョル病竃周園炎ノ詩現、2･肺病心ノ破

壊二引柏←ｙヽノレ力｀気管枝二吸引セラレ、所謂

気管枝性播種ニヨヽこ･や･折病心が作ラlノ、叉ハ

３，前述ノ血行撒布一二1ツーテ所病竃び形成セラ

レル等ハ⑤冷ニ≒ベーダ」ナ八･現象万｀起ルノデ

斯ル「ハープ｡」ノ場俘二如川ナル臨林的症状サ

表フヽカトイフこ、Ｎｅｕｍａｎｎ－ヨレバ第１同ノ

「匹｡一ブ」ト第2、第３回ノ「シューブ」ノ場合ニ

ハ多少異ルガ、先ヅ鍵熱｡及とニ件フ諸症状、例

ヘバ筋肉ﾉ特q肢ノ疼痛、倦怠、頭痛等・所謂感

冒様症状ラアラハノ、。叉優慾不振､脈扨ノ噌加、

咳瞰喀悛ノ新タナル出川或ハ噌加、時ニハ血痰

或ノヽ喀血ごた

　

‾ドラハシ、喀痰中ニハ結核菌り誰明

卜いし。と卜共二胸部二押學的症状テ現シ、殊二

種カヤに包音ゲ聴取セラレル。其他血行性二起

ヽノタ「シごブ」ノ場合ニハ淋巴腺叉ハ開節等既

存病心ノ炎衝ﾉ採トタ＋ル轄拝ノ出現ヲ･認ノル。

但總やノ場jヤユ上述・諸症状カ｀完全二砂場いレ
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ノデノ・ナ クテ、或場 合 二八上述 諸症状 ノ中軍 ニ

ーーツ ノモ ノ例 ヘ バ考逢熱 ノミヲ・主訴 トーヘル コ トガ

アリ、文展 ≧ 「アンギーナ」テ「シュー プ」ノ圭症

状 トスル コ トガア リls'、斯 シテ「シ_L一ブ」ノ・所

謂感 冒 ト誤 ラノし・コ トが甚 グ多 イ。

以上述 べ タ如 ク 「シュー プ」 ノ場合 二褒 現 一ヘル症

状 ニ ヨ リテ直 チニ之 テ判断 シ得 ルコ トアリ、或

ノ・所謂感 冒 トノ匿別困難 ナ コ トモF・ルガ、「レ ン

トゲ ン」撮:影 ニヨ レバ、 菖病竃周園 炎或 ノ・血行

撒布又 ハ氣 管枝性播種 一ヨル新病竈 ノ陰影 テ認

メ得 ノ・ノが通 例 デ アル。 一

余等 ノ・既 二褒 表 シタ喀疾結核 菌集菌 法 ノ研究 ラ

行 ヒツ ・アル中、連 日ノ喀疾検査 ノ間 二、 偶 々

同一患者 二於 テ喀庚 申結核菌 が極 メテ爆 蕨的 ナ

増 加 テ現 シ、次 デ再 ビ減 少 シ、時 々 コ ノ現象 ヲ・

繰 り返'へ、詳言 ス レバ軍純 塗抹標本常 二結核菌

陰性 デ アツタモ ノが突然 陽性 二憂 ジ、叉 ノ・車箱

塗抹標 本 ニテ菌 が極 メテ少数 デ アツ タモ ノが突

然甚 グ シイ菌 増加 ヲ示 シ、而 シテ多 クノ・数 日後再

ビ薄状 二復 ス ト云 フ現 象 ノ存 シテヰル ノニ氣付

イタ.ソ コデ此事實 ト患者 ノ症状 トノ間 二何等

カ ノ関係 ア リヤ否や ーツキ更 二詳細 ナル観察 テ

試 ミタ ノデア ル。余等 ノ観察 シタ症例 ノ多 クノ

者 二認 メ 巧レタ現象 ハ、上述 ノ意 味 ノ「シ・。一 ブ」

トノ・必 ズ シモ一致 シ+イ 。然 シ乍 ラ上記 ノ現

象ハ「シュー ブニトー聯 ノ 關係 チ有 スル や一思ハ

レ、 且 ツ結核 ノ病 磯 トモ相當重 要 ナ關係 テ有 シ
リ

テ 居 ル ト思 ハ レ'・ ノデ 、 少 数 ノ観 察 デ ノ・ア ル ガ

之 テ 報ll"一ヘ ル次 第 デ ・'ル.

2.観 察方針

観察 材料 トシテ桂 内科 入院 肺結核 患者 巾8名 ノ

者 テ選 ング。之等8名 ノ患 者 ・・早 期型 及晩期型

肺結核 デ、晩期型 ノモ ノノ・種 々 ノ梶度 ノ進行 度

ラ示 シテ居 タ=ガ、・何 レモ喀疾 中結核 菌 ハ比較的

少数 ナモ ノデ ア・レ、斯 ノ如 キ者 多選 ン グノノ・菌

計 算 ノ正確 テ期 セ ンが爲 デアル。 而 シテ各々毎

日早朝 起沐時 ノ喀疫 テ「シャー レ」二探 ラシメ、之

二就 キ薮 ヶ月 ∴ 圧リ連 日結核 菌 ノ増減 テ観察 シ

タ.ソ シテ各患 者 二就 テハ毎 日罷温 、脈 搏、呼

吸拉 二胸部所 見等 テ詳細 二観察 スル外、其 自魔

的症状 テ忠實 二:聴取記 録 シオ ィテ、喀 嚢中結核

菌 撒 トノ比較 ラ行 ツタA尚 赤沈速 度、 マ ントウ

氏反慮、胸部 「レ」線爲 眞像 ハ通例 ノ・毎 月1同 検

査 シ、 必要 三 鷹 ジ_一,一真 ラトー随 時検査 テ繰返 シ

タ。

'

3.碧 疾検査 方法

喀疾 ノ・先 ヅ軍純 塗抹標 本 斗作 リ、 モ ジ ノノ全標

本 テ鏡検 シテ菌陰性 ナ ル時 ノ・1喀 疾 二田村 ノ結

核菌集菌 法 テ施 シタ。説述 ノ如 ク本法 ニ ヨレバ

軍純塗抹標 本 ノ30倍 以上 ノ菌 テ 獲見 シ得 ル。

モ シ喀疾 が比較的 多量 ナ場 合 ニノ・軍純 塗抹標本

作製後残 部 テ二分 シ、一 半 斗用 ヒテ集菌 法 ヲ行

ヒ、尚歯陰性 ナル時 ノ・残部 テ岡 ・片倉培養基 二培

養 シ、 凡 ソ40日 間毎 週之 ヲ観察 シテ菌畿 見 二努

メタ。 以下記載 スル分数 ノ分母 ノ・検索視野激、
、

分子ハ其視野 中 ノ結核 菌敷 ヲ表 ノ・へ。

4.観 察症例

第1例 ■ ↑29歳 、劔 道 教 帥 、 南 側 肺 再 燃 性

浸 潤

17歳 ノ時 乾 性 肋 膜 炎 二罹 患 セ リ ト云'・。 昭 和13年4

月上 旬 ヨ リ夜 間 二咳1軟 多 〃 多{ll=ノ喀疾 ヲ喀 出 ス。・5月

下旬喀燦中結核菌陽性ナ"ト 云 ・・レ同月31日 桂内科

外來 ヲ訪 レ入院ス、

入院時所見 榮養状態良好 ニシテ胸部 ・・打診上異常

ナク、右肺前中野二捻髪音 ヲ聴取 シ呼吸音減弱ス。赤
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沈1時 間 値50mm,∫ ・/♪ 「氏 反魔 陽 性 、喀 疲 中結 核

菌 ハ輩 純 塗 抹 標 本 ニ テ凡 ゾ5/1、 肺 「v線 像 ニ テ ・・右

右 上 中野 二陣 μ1性散 在 石 炭 化 竈 ヲ認 メ、且 左 肺 上 野 二

滲 出性 陰 影 ヲ認 ム.

経 過 入 院 後 約1ケ 月、7月 二入 り症 状 著 シ ク 軽 快

シ、喀 褒 中結 核 菌 単純 塗 抹 標 本 ニ テ凡 ソ5/norナ リ、

8月 ニ 八葉 菌 法 ニ ヨitn'100乃 至5/10・iナ リ、肺[レ1

線 像 ニ チモ 左 肺 ノ 滲 出 性 陰 影 ハ著 シク 吸 牧 サ レタ。

8月 二 天llテ 患 者 ハ1週 乃 至10日 位 ノ間隔 ヲ 概 キ畳

醒時 不 快感 、 食 思 飲 乏 、 軽 度 ・感 冒感 ヲ 訴 ヘ テ ヰ グ

ザ、 斯 ル訴 ヘ ニ 件 ヒ喀 疾 中結 核 菌 ・・単純 塗 抹 標 本 ニ

テ 】11㈲乃 至1ツ 噸 二増 加 ス ・し現 象 ヲ繰 り 返 シタ。 但

シ一一・般 症 状 ノ・概 シテ 次 第 二 良好 ト+リ 、 赤 沈1時 間

値2mm乃 至6mm,肺 一v像 ニ チ モ 悪 化 セ ル 状 態

ヲ認 メ得 ズ。10月 二 入i1結 核 菌 ・・培 養 法 ニ ヨ リ1本

ノ培 地 二獲 育 セ ル聚落 販牛 均3乃 至5個 トナ リ、集 菌

法 ニ チ ハ常 ∴ 陰1生 ヲ示 シタ.コ ・頃 ニ ハ 上 述 ノ白魔

症状 ・・21)日 乃 至1ケhヲ 置1テ 稀 二 出現 シ 其 ノ都 度

葉 蘭 法 ニ テ1/1・・乃 至4/1・・ノ結 核 菌 ザ 獲 見 サ 〃 。12

月 二 ・・赤沈1時 間 値 ハ2mmト ナ リ肺 「レ」線 像 ニ テ 左

肺 ノ滲 出 性 陰 影 ・・殆 ソ ド吸 取 サ レタ 。

本 例 二 於 テ ・・寛 解 時 不 快 感 、 食 思 鋏 乏 、 軽 度 ノ

感 冒 惑 箸 ノ 自費 症 状 二 作 ヒ喀 庚 中 結 核 菌 ノ増 加

テ親 身 モ ノ デ、 即 チ 培 養 法 又 ノ・集 菌 法 ニ ヨ リ辛

丁'7ジテ 幾 見 セ ラ ル ・僅 少 ノ結 核 菌 ガ 、 上 述 ノ症

状 二件 ヒ突 然 集 菌 法 文 ハ 輩 純 塗 抹 法 ニ テ容 易 二

{義兄 セ ラル ・提 度 二士曾加 シ、1-2日 ノ後 再 ビ減

少 シ、 次 第 二間 隔 月 廣 ゲ ツ ・斯 ル 現 象 テ繰 り返

:.、 途 二 ・・全 ケ菌 斗誰 明 シ得 ナ クナ ツ タ者 デ ア

ルe

第2例 ■ ♀・25歳 ・ 商 人 妻 ・ 南 側晩 期 肺 結 核

象車 純 性 子 宮 内 膜 炎

18歳 頃 ヨ1P婦 人 科 的 疾 患 アll。 昭 和13年UI以 降 劇

シキ咳 漱 農 作 多量 ノ 喀 褒 ア リテ 屡 ζ凝然 ・・。8月20

日下腹 部 二柊 痛 ヲ訴 へ、多景 ノ白 帯 下 ア"テ 登 熟 ス 。

婦 人科 ニ テ 単 純 性 子 宮 内 膜 炎 ノ 治 療 ヲ受 ケ ソ ・一・'リ

タ ルモ、咳 漱 喀 慶 等 ノ訴 へ ・故 二8月23日 我 科 ヲ訪 レ

両 側 晩 期肺 結 核 ノ診断 ノモ トー入 院 ス。

入 院 時所 見 榮 養 状 態 良 好 、胸 部 ハ右 肺 前 上部 二濁音

ア リテ呼 吸 音 粗 糠 、左 肺 上 部 ・・濁 音 ヲ呈 シ小水 泡音 ヲ

聴取'1。 下 腹 部 二腿 痛 ア1,J赤 沈1時 間 値77mm・ マ

ノ トー氏 反 態 陽 性 、 喀 弓坤 結 核 菌 ・・毎 視 野 傲 百 ヲ算

シ、 肺 「レ」線 像 ニ チ ハ 右 肺 上 中野 二亙 り滲 出性 陰 影

ア リ 又 左 腕 上 野 二酉 ル 濃 厚 一bレ 滲 出性 陰 影 ア リテ

中 ∴空 洞 像 ヲ認 ム.

経 過'仁 患 者 ハ入 院 翌 日 ヨ リ瀕 温 降 下 シ、爾 來連 日最

高36.5。C乃 至37.4。Cヲ 示 ス。91!中 旬 二 到ll咳A軟

殆 ド消 失 シ、 入 院 當 時1日 量 凡 ソ20c.c.ナ リ シ喀 褒 モ

著 シ・〃減 少 シ、 早朝0.5乃 至1c.c.ヲ 喀 出 ス ル ノo

喀 夜 中結 核 菌 ・・連 日甲純 塗 抹 標 『1くニ テ2011乃 至30/1ト

ナ ル。 合併 症 状7ル 下腹 部 疾 病 、白帯 下 量 モ漸 次 減 少

セ ル モ、 尚 時 々増 加 ヲ 見、而 シテ是 等 ノ増 加 ト同時 二

喀 褒 中結 核 菌 ハ毎 常 一・視 野 敬 百 ヲ 算 スル如 キ著 明+墳

加 ヲ示 ス。 斯 ル際 ニ モ 登 熟 咳 卿 客疲 ノ 塘 加 等 ハ認 メ

ラ レ ナ イ。 赤沈 値 ・・9月 下 旬 二 ・・1時 間 硫60mm.

「レ」線 像 ニ テ右 肺 ノ陰 影 ・・著 シ〃吸 敗 走 ラ レ、左 肺/

濃 厚 ナ ル陰 影 モ 著 明 二縮 小 シ ヌ

本 例 ハ.・ 般 症}伏 、1胸 部 所 見 等 ノ・縄 エ ズ快 方 二 向

ヒ ツ ・ ア リ シモ 、 合 併 症 加 ・子 宮 内 膜 炎 ノ症 状

ノ消 長 二 件 ヒ喀 疫 巾 結 核 菌 著 シ ク増 減 ヲ 示 シ タ

例 デ ア ・レ。

第3例 ■■■■ ↑42歳 、 自縛 車 修 繕 業 。 南 側 晩 期

肺 結 核 粂 右 側 腰 部 寒性 膿 瘍

2-3年 前 ヨ"感 冒 二罹 リ易 η、ソノ都 度 咳 漱 喀 疲 ヲ訴

へ4リ ト云 フ.昭 和12年 ユ2月 頃 ヨ リ右 側 腰 部 二 軽

度 ノ鈍 痛 ヲ魔 工、次 デ該 部 ノ腫 脹 ヲ來 ン、 外科 ニ テ寒

性 膿 瘍:ト シテ治 療 ヲ受 ケ ッ ・アllシ モ、5月g日 我 内

科 ヲ訪 レ入 院 ス。

入院 時 所 見 榮 養 状 態 不良 ニ シテ 跨統痩 一フ,胸 部 ハ打 診

上 異 常 ナ ン。 左 側 肺 尖 部 二小 水 泡 音 、左 肺 前 上 部 二気

管 枝 性 呼 吸 音 ヲ聴 取 ス。 肺 ㌧ コ線 像 ニ テ 雨 肺 共 二 多

数 ノ行 硫化 竈 散 在 シ、所 々二再 燃 性 浸 潤 竈 ヲ認 ム。 赤

沈1時 間翫80mm.∵ ノ トー氏 反 磨 陽 性 、 喀:疾中 結 核

菌 藁 縄 塗 抹 標 本 ニ テ 凡 ゾ0/1ヲ 誰 明 ス.右 側 腰 部,二 手

掌 た ノ腫 瘍 アll、 軽 度 ノ腿 痛 ア ノLモ白雲 痛 ヲ訣 キ、波

動 ヲ誰 明 シ得 ル モ登 赤熱 感 ナ 列 裏吼 モ存 在 セ ブご。

経 過 入 院 後骸 重 ハ順 調 二層 加.、 一般 症 状 モ軽 快 、

喀 燦 中結 核 菌 モ漸 次 減 少 シ箪 純 塗 抹 標1・ ニ テ 凡 ソの/1、

9月 ヨ リ箪純 塗 抹 標 本 ニ テ ・・陰 性r」 一ルニ到 ・L6月

21日 膿 瘍:・・自然 二破 壊 シ 纏 孔 ヲ形 成 ス 。 フ ノ間 時 々

右 側 腰部 寒 性膿 瘍:ヨ リノ排 膿 量 増加 ヲ來 シ、コ レニ件

ヒ1喀褒 中結 核 菌 ノ増 加 ヲ示 シ、 準 縄 塗 抹 標1・ ニ テ凡

ソ'/,乃 至:ソ1ノ 菌 ヲ諦 明7。10月 中旬 二至 ・1膿瘍 ノ
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附 近 二 更 二新 硬 結 ノ出 現 、新 痩 孔 形 成 ヲ ミル ニ及 ビ、

同 時 二喀 疾 中結 核菌 ハ輩純 塗 抹 標 トニテ 凡 ソ30/1乃 至

釦/1二 達 スn斯 ル 現 象 ・・1週 乃 至15日 ノ間 隔 ヲ 置 イ

テ繰 り返 サ し、合併 症 状 ノ輕 減 セ ル場 合 ニ ハ結 核 菌 ノ・

単 純 塗 抹 標 本ニ テ ・・殆 ソ ド常 二謹 明 セ ラvナf。 然 ル

ニ・11月 二 人 リ更 二新 撰 孔 ヲ 形 成 シ排 膿 量増 加 スルr

共 二、 登熟 、喀 疾 ノ増 加 ヲ來 シ、赤 沈 時 間値 ・・125mm

rナ リ、 途 ニ ノ、肺 「レ」線 像 二新 陰 影 ヲ 認 ム ・レニ 到 ツ

タo

本 初 ノ・合 併 症 タ ル 寒 性 膿 瘍 ノ症 駄 ノ清 長 二 件 ヒ

喀 疾 中 結 核 菌 ノ増 減 斗 來 シ タ モ ノデ 、 つ ノ際 初

メ ノ・凝 熱 咳 漱 増 加 、 「レ」線 像 ノ愛 化 等 ノ・認 メ

う し ナ カ ツ タ ガ、 頻 繁 ニ カ ・ル 現 象 テ繰 り返 一へ

間 二 黄 熱 咳 漱:増 加 テ來 シ、 赤 沈 ノ・従 前 ヨ リモ 促

進 シ、 途 ニ ハ肺 一レ」線 像 二 新 陰 影 ノ現 ノ・IL・ 二

到 ツ タ モ ノ デ ア ル 。

第4例 一 ♀38歳 、 官 吏 奨、 再 燃 性 浸 潤 。

10年 前 右 側 乾 性 肋 膜 炎 二 罹 患 ン メ ト 仁 ア。 昭 和13年

9月 初 旬心 悸 先 進 ヲ訴 へ 熱 感 ア リ。 数 日後咳 漱 喀湊

ヲ件 ツテ暑 熱38'乃 至39℃ 二 及 プ.91125日 我 科 外

來 ヲ訪 レ即 日入 院.ス。

入 院 時 所 見 榮 養 状 態 不良 、 右側 肺 尖 部 、 右 側 側 胸

部 、両 側 背面 下部 二 濁音 ア リ。 右 側肺 尖 部 ニテ 呼 吸音

減 弱 シ、 左 肺 前 下部 及 ビ背 面 所 々二 乾 性 曝 者 ヲ 聴 取

ス 。 赤 沈1時 間 値108mm,∵ ソ トー氏 反 慮 陽 性 、1喀:

疲 中結 核 菌 ハ畢 純 塗 抹 標 本 ニテ凡 ソr.1/,乃至1"ん 、肺1一レ」

線 像 ニ チ ハ右 姉 上 中 野 二五 ル 数 條 ノ 肥 厚 セ ノ明 川 炬ノ

陰 影 ヲ認 ム。 右 肺 下 野 二握 鮨 頭 大 、左腕 下 野 二精 く大

ナル 滲 出性 陰 影 ア リ.

経 過 入 院 後約2ケ 月即 チ11月8H以 降 ハ 単 純 塗 抹

標 乍常 二 陰 性 ニ テ 集 菌法 ニ ヨ リ"/100乃 至3"1100ト ナ

リ、 更 二11月250以 後 ハ集 菌1去陰 性培 養 法 ・ニテ平 均

1乍10乃 至20個 ノ聚,客 ヲ検 出 フ・ル 程度 トナ ル.此 頃

赤 沈1時 間 値 ハ4乃 至5mm,肺 「レ」線 像 ニ テ ・・左 腕

下 部 ノ陰 影 ・・殆 ン ト消 失 シ、一一・般 症 状 モ輕 快 ヌ。1月

中 旬 頃 ヨ リ心 悸 先 進 、胸 部 熱 感 ヲ訴 へ 喀 褒 中粘 核 菌

ハ軍 純 塗抹 標{・ ニテ2/100乃 至1451100ヲ 示 シ、爾 來 力 ・

ル 症 状 ノ出現 ニ ー一致 シ テ 著 シキ 菌 ノ増 加 ヲ繰 り返 ス 。

然 シナ カ"ラ赤 沈値 ・・1時 間7mm,一 ・般 症II犬、 肺 「レ」

線 像 ニ モ 異 常 ヲ認 メ ズ。

本 例 ハ 心 悸 元 進 、 胸 部 熱 感 等 ノ訴 ヘ ノ出 現 ト共

二漸 次減少 シツ ・アツタ喀庚 申結核菌 が突然増

加 ヲ示 シタモ ノヂ、 一一般 症状赤沈値 肺 「レ」線像

等 ニノ、全 ク受 動 ヲ・見ナ カヅ タr

第5例 一 ♀17歳 、 官吏娘、右側浸潤性早

期型

昭和13年5月 頃盗汗、右胸部痛痛 ヲ訴ヘタルモ、喀

疲咳漱等ナン。11月17日 突然約10αcノ 喀血 ヲ見、19

E頃 ヨリ軽度ノ熱感 アリ。 同月24日 我科 ヲ訪 レ入院

一フ・6

入院 時所 見 榮 養 状態 不 良 、胸 部 ハ右 側 肺 尖 部 並 二右

肺 前 上部 ・・濁 音 ヲ呈 シ、 呼 吸 音 粗 槌 ニ シテ 呼 氣 延長

ス。 赤沈1時 間値110mm.マ ン トー 氏 反 感 陽 性、 喀

庚 中 結 核 菌 ハ軍 純 塗 抹 標 本 』 テ 凡 ソ211乃 至10ム ヲ謹

明 ス。 肺 「レ'」線 像 ニ チ ハ 右腕 中野 二 滲 出 性 陰 影 ア リ。

経 過 入院 後 一・般 症 状 軽 快 シ、 昭 和14年1月 二 ・・赤

沈1時 間 値70mm,喀 褒 中結 核 菌 八葉 菌 法 ニ ヨル モ陰

性 ヲ示 ス 事 ア ・1。コ ノ頃 患 者 ハ 時 々下 腹 部 鈍 痛 、 悪

心、 頭 重 感 等 ヲ訴 へ 、カ ・ル時 二於 テ、 集 菌 法 ニ テ陰

性 叉 ・・1/,・n乃至41100ナ1,シ 喀 疲 中結 核 菌 が 突 然 単純

塗 抹 標 旗ニ テ ヲ1乃 至1(i/1ト ナ ル。 爾 來1月 中旬 頃迄

暖 ζ斯 ル 現 象 ヲ繰 り返 シ 繁ル モ、獲 熱 咳 漱 喀 疲 ノ増 加

等 ナ ク、右 肺 ノ陰 影 モ 著 シ η吸 牧 セ ラ レタ。1月 中旬

以 後 ・・上 記 ノ訴 ハ 甚 グ稀 トナ リ、 集 菌法 陽 性 ヲ 示 サ

ザ ル二季 ツタ.

本 例 ニ テ ・・下 腹 部 鈍 痛 、 悪 心 、 頭 重 感 等 ノ訴 ヘ

ト共 二菌 ノ増 加 テ認 メ タ ガ 、 斯 ル 現 象 八 次 第 二

稀 トナ リ、 遂 二 菌 テ 検 出 シ得 ナ ク ナ ヅ タ モ ノ デ

アル 。 爾 本 例 ニ テ ・・上 記 症 状 が 月 締 時 二 現 レ タ

際 ニ ノ・菌J曾 加 ハ 特 二 曹 シ ク 月経 モ マ タ影 響 ヲ・及

ボ シ テ ヰ ル 事 ザ思 ノ・七 夕。

第6例 一 ♀48歳 、 醤 師 妻 、 南 側 肺 結 核

昭 和13年311感 冒 二罹 り、 咳 漱 喀 痕 微 熱 が ア ツタ ト

聡 ス ノし。 財 來 全 身 倦 怠 感 及 ビ流 渡 ヲ訴 へ 、10月18日

我 科 ヲ訪 レ入 院 ス 。

入 院 時 所 見 榮 養 状 態 不 良 、 右 胸 部 背 面上 部 二 濁

音 ア リテ小 水 泡 音 ヲ聴 取 ス 。「v」線 像漸 テ右 姉 上 中野

二濃 厚 ナ ル滲 出性 陰 影 、左腕 肺門 部 附 近 ニ モ滲 出性 陰

影 ヲ認 ム・ 赤 沈1時 間 値124mm,冠 註.ト.一氏 反 鶴

性 、 喀 庚 申 結 核 菌 ハ単 純 塗 抹 標 本 ニ テ 」・11乃至3011ヲ

澄 明 ス。

経 過 入院 後 ノ経 過 ハ 良 好 ニ テ11月 末 ニ ハ… 般 症状
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軽快 、 赤 沈1時 間 直65mm,喀 褒 中 結 核 菌 ・・軍 純 塗 抹

標 本 ニ テ 凡 ソ/rocト ナ リ、12月 末 二 ・・集 菌 法 ニ テ 陰

性乃 至51,00ヲ 示 ス ニ 到 ツ4,肺 「レ」線 像 モ 右 腕 ノ陰

影 ・・薄 ク ナ リ、左 腕 ノモ ノ ハ殆 ド吸 牧 セ ラル.コ ノ頃
へ

患 者 ハ時 々便 秘 、頭 痛 、睡 眠 障 碍 ヲ訴 へ 、力 ・ル訴 ヘ ァ

ル 日ニ ハ 喀 疾 中結 核'菌 ノ培 加 ヲ示 ス。殊 二2月 初 旬 二

・・上 記症 状 ヲ件 ヒテ 喀坂 中 結核 菌 ハ 箪 純 塗 抹 標 本_

テ5011以 上 ヲ算 シ、赤 沈1時 間値84mm,肺 「レ」線 像

ニテ右 肺 中野 ノ陰 影 ノ増 加 ヲ 見ル ニfツ タ.爾 來 上

記 ノ症 状 ノ出現 ハ稀 レ トナ リ、 ・欠デ全 ク消 失 シ、菌 増

減 モ 見 ラvズ 、4月 ニ ハ 赤 沈 値 ・・1時 間50mmト ナ

リ、 「レJ線 像 ニ テ 右 肺 上 中 野/滲 出性 陰 影 ・・:欠第 二

吸 牧 セ ラ レタ。

本 例 ノ・良 好 ナ 経 過 テ ト リ ツ ・ ア ツ タ患 者 ガ、 便

秘 、 頭 痛 、 睡 眠 障 碍 等 テ訴 ヘ ル 度 毎 二著 シ イ喀

疲 中 結 核 菌 ノ増 減 テ繰 返 シ、 斯 ル}伏 態 ニ ア ル 事

約2ケ 月 、 逡 二赤 沈 値 ノ増 加 、 肺 臓 陰 影 ノ増 大

等 テ來 シ、 次 デ上 記 症 状 ノ輕 減 清 実 二 件 ヒ喀:疲

中結 核 菌 ノ動 揺 モ漸 次 稀 レ トナ リ、 再 ビ好 調 二

蹄 ツ タ例 デ ア ル。

第7例 ♂20歳 、 高 校 生徒 、 右 側 肺 結

核

14歳 ノ時 右 側肋 膜 炎 ヲ経 過 シ、 約1ケ 月 ニ テ 軽 快 セ

リ ト云 フ。昭 和13年7月 咳1漱、喀 疾 、熱 感 ヲ訴 へ、屠 師

ヲ訪 レ1喀寝 中結 核 菌 陽 性 ナ1)ト 云 ノ・レ、8月18日 我

内科 二入 院 ス 。

入 院 時所 見 榮 養 状 態 良 好 、胸 部 ・・打 診 上異 常 ナ 〃、

右 肺 上 部 二於 テ呼 気 鋭 利 ナ リ。 咳 漱 ナ 〃喀 疲 ヲ鉄 キ、

赤 沈1時 間 値13mm,マ ン トー一民 度庶 陽性 、 肺 「レ1」線

像 ニ テ右 鎖 骨 下 二滲 出性 陰 影 ア リテ 中 二 小 ナ ル 空洞

ヲ認 ム。

経過 入 院 後 略 疾 全 ク鉄 味 シ、 結 核菌 ハ10月12日 糞

便 培 養 二 三 リ聚 落1個 ヲ検 出 セ ル/ミ 。

登 熟 咳 漱 ハ金 ク ナ グ、11月21日 撮 影 セ ル肺 ㍉/」線 像

ニ テ ・・空 洞 周 園 ノ陰 影 モ 殆 ド消 失 ヌ。1月19日 ヨ リ

咳漱 現 ・・v約0.3αcノ 喀 疲 ヲ 喀 出 シ、 培 養 二依 り20

個以 上 ノ聚 落 ヲ認 ム。 翌28日 ニ ハ血 液 ヲ混 ジタル 喀

ヲ爽糸勺3己cヲ 喀 出 シ、29日 ヨ リ再 ビ 喀 疾 ヲ歓 ク.號 熱

ナ ク赤 沈1時 間 値8mm.肺 一レ」線 像 ニ テ 空洞 周 園 ノ

陰 影再 ビ 出現 ス。1月19日 右 腕後 上 部 二 小 水 泡 音 ヲ

聴取 ス。 爾 來 毎 日喀 褒 ヲ出 シ、結 核 菌 ハ単純 塗 抹 標 本

ニ テ'/.乃 至 肌 トナ リ、肺 「レ」線 像 ニ テ陰 影 次第 二増

た シ、 赤 沈 時 間 値 ・・22mmト ナ'しr

本 例 ノ、良 好 ナ ル経 過 子 ト リ ツ ・ア リ シモ ノ が 咳

漱 喀 疾 ヲ・訴 ヘ ル ト同 時 二培 養 山 ヨ リ説 明 サ ル ・

程 度 ノ喀 淡 中 結 核 菌 が ク(第 二増 加 シ、 目肺 陰 影

ノ増 加 テ 來 シ タ 例 デ ア ル。

第8例 ■ ♂21歳 、 高 校 生 徒 、 南 側 肺 結 核

昭 和11年10月 突然 右 側 側胸 部 二劇 痛 ヲ訴 へ 、右 側 滲

出性 肋 膜 炎 ノ 診 断 ヲ 受 〃。 約2ケ 月後 喀 湊 中結 核 菌

陽 性 ニ テ肺 「レ.線 像 二陰1杉 ア1叶 云 ハ レ、自宅 ニ テ 静

養 ヲ績 〃、昭 和13年41i全 身 倦 怠 、咳 漱 、喀 瑛 アit。

同 月19日 我 内科 ヲ訪 レ入院 ヌ 。

入 院 時 所 見 榮養 状 態 良 好 、 盲 肺 上郡 ・・軽 度 ノ濁 音

ヲ呈 シ呼 吸音 鋭 利嘩 音 ナ ノ、赤沈1時 間値12mm,マ

・ トー氏 反 磨 陽 性 、 喀燦 中 結 核 菌 ・・聴納 塗 抹 標 本 ニ

テ 凡 ソlolloo、 肺 「レ・」線 像 ニテ ・・右肺 中野 二略 く鶏 卵

大 ノ陰 影 ア リ。 左 腕上 野 所 々二軽 度 ノ陰 影 ヲ認 ム。

経 過 入 院 後5月 中旬 迄 ・・菌 藪=減少 シ、時 トシテ ハ単

純 塗 抹 標 旗 ニ テ菌 陰 性 トナ リタ ル モ、5月 下 旬 ヨ リ:再

ビ出 現 シ、翠 純 塗 抹 標 本 ニ テ 凡 ソ501mrナ リ。赤 沈1

時 間 値23mm,肺1レ 」線 像 二 ・・従前 二比 シテ憂 化 ヲ認

メ ザ ルモ 右肺 上部 二陣 音 ヲ聴 取 ス,9月 二人 リ不眠 、

頭 痛 、 悪 心 、食 思 鉄 乏 等 ノ白魔 症 状 強 ク、 喀:疲 量稻 ζ

増 加 シ、 喀 夜 中結 核菌 ノ・単純 塗 抹 標 本 ニ テ111乃 至311

甚 シキ ニ到 ツテ ・・b/1乃 至60/1ヲ 嫁 ス ル コ トア リr此

時 赤 沈1時 間 値 ノ・23mm,ヲ 示 シ肺 ノ打聴 診 上 ・所 見

二於 テ ・・著 攣 ナ キモ、肺 「レ」線 像 ニ テ左 腕 陰 影 ノ概 大

セ ル ラ認、ムル ニ至 ツタ。

本 例 二於 テ ハ ソ ノ訴 フ ル所 ・・定 セ ズ 、 即 チ 菌 増

減 ト自 箆 的 症 状 ト ノ間 二 特 種 ノ關 係 が認 メ ラ レ

ナ カ ツ タ ケ レ ドモ 、 喀 淡 結 核 菌 ノ増 加 二 作'ソ テ

喀 疲 帰 ノ増 加 、 赤 沈 値 ノ増 大 及 「し」線 陰 影 ノ増

大 ラ諦 シ タ モ ノ ヂ ァ ル。 ・

5.総 括及考按

以上述べタ如 久 余等ハ8例 ノ肺結核患者二就

テ喀疲結核菌ノ毎 日ノ壁動 ト症状 トノ比較 テ試

ミタ ノデ アノ・ガ、此 中第7例 ノ患 者 二於 テ・・喀

庚 申 ノ結核 菌 ノ増量 ト同時 二物漱喀疾 ノ増 加或

o

h
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ﾉヽ血痰ノ出現等ノ肺症状ノ増悪ヴ現ハシ、フレ」

線寫真像ニテモ病竃周園ノ陰影ノ増大ザ認タ

タ。叉第８例二於テモ他ノ種々ノ白畳症状ハア

ツタケソドモ、結核菌増加二件ツテ喀痰量噌加、

赤沈値増加ガアリ、「レ二線像二於７･茸病竃陰影

ノ増大ラ認ノタ。部チコノ２例ハ所謂「シ、一

ブ」ナル状態-ﾆｰ・ク合致ソ、ル症例デアル。

　

然ル

ニ第1、2、3（後牛期ラ除ク）4、5、6例ノ患者

二於テノヽこトハ梢い胞サ異ニシテヰル。卸チ第

１例二於テハ堤醒時不快感、食思訣乏、感冒感

等ノ訴へ卜相件ツテ喀痰結核菌ノ噌加が繰返サ

1／、第２例デハ白帯下ノ噌加、下腹痛ノ噌強等子

宮内膜炎症状が喀痰結核菌増加二件ヒ、第３例

二於テハ腰部二存ハレ寒性膿瘍二新慰孔形成叉

ノヽ新妓結成生が認ノラレタ場合二喀痰結核菌噌

加が澄明セラレタ。但第３例経過ノ後半二於テ

ノヽカヽル状態サ繰返ソ、中逡二賃熱、咳楸増加、

赤沈値噌加及肺･‾ﾚﾌ線像上ノ陰影噌加ガアラハ

レ、卸チ所謂「シ、－ブＹﾉ状態？惹起シタモノ

デアル。叉第４例デハ心悸応進、胸部熱感ノ訴

ヘガ繰返サレル毎二喀痰結核菌噌加が起り、第５

例デハ下腹部鈍痛、頭重感等ノ訴ヘト共二菌増加

が繰返サレ、第５例二於テハ便秘､頭痛、睡眠障

碍ノ訴ヘー伴ツテ菌噌加が繰返サレラーヰタｊ粍シ

本例二於テモ、斯ノ如キ経過ヲ繰返シテヰル間

二赤沈ノ増力りヽ「ﾚ-l線陰影ノ増大ヲ･起シ、卸チ

本例モ経過ノ途中二於テ所謂「シ、一ブ」ヲ起シ

タモノデアル。斯ノ如ク此６例ノ肺結核患者二

於テ・ヽ各々錨特ナル自受的症状、而ﾓｰ--見肺疾

患二直接由来フ、ルトノヽ考ヘラレタ諸症状が繰返

シ出現スル裕二喀痰中ノ結核菌が著シク増加

シ、其消失二件ヒ菌ノ減少サ示シテヰル。尚第

2、第３例ノ如ク、合併症サ有フ､ﾉﾚ行こ於テ､ハ、

ソノ合併症ノ症状が増悪ノ、ﾉﾚ際ニハ殆ド常二喀

痰中結核菌ノ増加サ件ツテヰル。而シテ是等ノ

中第1、2、4、5ノ４例及第3、6例ノ所謂「シ==l.

一ブ」＝一該常シタ以外ノ時二於テハ。結核菌噌量

時ト雖モ咳楸、喀痰等ノ増加ガナク、水泡音モ

増加セズ、郎チ白僣的ニモ肺症状ノ増悪シタ傾

1 8第
ｒ
｀
巻

一一

向ラ示サズ、赤沈浬度其他ノ諸生物反嘸モ従来

二比シテ悪化セル状態チ示サナイ。

　

叉「レント

ゲン」像二於タモ新シキ陰影ノ出現ヲ･認・･ナイ、

卸チ斯ル状態ノヽ所謂「ｼｪ･､－ブ」ナル現象トノヽカ

ナリ趣子異ニシテヰルノデアル。

如何ナル理由－∃ツ刊客辱

ル際ニ、直接肺疾患ト開係ナシト思バレル、而

モ殆ド一定セル自受的症状テ伴フカハ容易二印

断シ得ナ仁こーハ、或原因ニョツテ先ヅ喀痰

中結核菌が増加シ、ソノ結果一定ノ白畳症状テ

表スガ、或原因ニョツテ先ヅ身慌二何等カノ障

碍ヲ生ジ、ソノ結果トシテ喀痰中ノ結核菌が増

加スルカ、或｡ハ或原因ガー方喀痰ノ結核菌テ増

加セシヘ他方こト無開係＝-こ身値諸種ノ障碍ラ

惹起フヽルカ、凡ソ斯ノ如キ可能性が考ヘラレル

ガ、恐ラク何レノ場合モアリ得ルデアラウ。只

第2、第３例二於テノヽ、軍純性子宮内膜炎ノヤ

ウナ、結核ト無開係ナ合併症ニョル症状ノ増加

スル場合、或ノヽ結核性疾患デハアツテモ腰部ノ

寒性膿瘍ノ増悪人ル場合二喀痰中ノ結核菌増加

テ¦睨タノデアルガ、コノコトザ、身醵ノー^般衰

弱叉ハ免疫位ノ低下二乗ジテ「シェーブ」ナル現

象が起ルト･fフ事賓1ヽ對照シテ考ヘルトキハ、

仮令基礎的疾患二無開係ナ事情ニヨヽソラモ、身

幄ノ抵抗ヲ減弱セシ八･レヤウナ状態が生ズルナ

ラバ、こニ乗ジ刊割爽中結核菌が増加シ得ルト

云ツテ差支ヘナカラウ、、

　　　

ｊ

以上ノ観察ヨリ推察シ得ル如ク、上述ノ現象ハ

肺結核患者二於や､ハ元来ノ意味ノ「シュ｡－ブ」ヨ

リモ頻繁こ起りツ｀ｊ’ルモノト､Ｓダ｀レル。而シ

テ斯ル症状ハ、余等ノ症例ノ多クノ場合ニハ、

病勢ノ軽快二赴クト共二次第二減少叉ハ消失シ

タガ、第３例及第６例二於ラハ斯ル現象テ繰返

シテ居ル中二逡二元来ノ意味ノ「シ二一ブ」テ起

シタ。斯ル事賓ヨリシテ、恐ラク上述ノ現象ハ

頓挫゛匪ノ「シ二l.－ブ」1｀解スベキモノトイ言ズル。

ソレ故、肺結核患者二於テ仮令肺疾患二由来

フヽル1｀ハ考ヘラレヌ種類ノ訴ヘデアツテモ、ソ

レガ執拗二繰返サレテ居ル如キ場合ニヘ之サ



軍ナル紳経過敏症等ト観過セズ警戒スル必要ガ

アル。同時二此現象ハ肺結核ノ治療二於テ一般

強壮療法ニョル身醵抵抗カノ増強が如何二必要

且至常デＪルカヲ如賢二示フ、新タナル事賢デア

ルトザ号ヘルモノテアル。

6。

　

結

　

論

1）肺結核患著８例二就キ毎日喀痰結核萌ラ楡

査シタフLニ、河1ノモ菌ノ少イ吠態カラ突然爆貨

的ナ増力1け示シ､大部分ハ倣目中二萬敗二復シ、

時カ斯ル現象ｦ･繰返シテ叫ルトイフ事賓ｦ･知ツ

タ。而シテ病勢軽快二赴ク者ニアツテ八次第

二斯ル現象ガ減退シ、遂ニハ府失スルヲ･認ノ

タ。

2）8例中２例（第７政

3）前記２例（第３及６匪経過二於テ「シューブ」

ニ該常シタ以外ノ時期及他ノ４例二於テハ、各゛

症例二於テソレゾレ略ｌ一定セル、而モ直接肺

症状ト問係ナシト思バレル白畳的症状サ繰返ス

際二喀痰結核菌噌加サ来シタ。此際肺ノ他受的

症状、「レ」線像二於ケル新陰影碓生、生物學的

諸反座ノ増悪等・ヽ認ノラレナカツタ。

4）斯ル現象ノ起ル理由ノヽ軍一

之ラー般抵抗減弱叉ハ免疫位ノ低下二際シテ襲

現スル頓挫性ノ「シ･､一ブ」ト解シテ可ナルペ｀ク、

一方とハ結核治療二於ケル一般彊壮療法ノ必要

至常ナル所以予如賢二示フ､事デアルト信ズル。
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